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第 5 章では、第 2 章で得られた重ね継手強度に関する基礎的知見をもとに、新型道路橋用床版として開発したサン












(2) ステンレス鋼のレーザ溶接における横曲り変形を検討し、アーク溶接で使われる入熱パラメータ Hp で整理でき
ること、また横曲り変形は溶接時間に板厚保方向の温度が一様になる時間を加えた時点で終了することを明らか
にし fこo
(3) ステンレス鋼のレーザ溶接における縦曲り変形を検討し、変形料は入熱および断面中心からの距離に精度良く比
例し、最大たわみを示す式を導出している。また、レーザ溶接における圧縮ひずみの発生等価温度は524K で\
静的な理論モデルで得られる等価温度353K よりも高くなることを明らかにしている o
(4) 道路橋用床版の実物大モデルをレーザ重ね溶接で作成し、設計で要求される荷重ならびに疲労強度を満足するこ
とを実証すると共に、変位やひずみに関して設計指針を確立している。
(5) 長尺ステンレス鋼製容器およびステンレス鋼製複層チューブの製作にレーザ溶接を適用し、変形量およびひずみ
量共に設計要求基準を下回る高精度溶接法を確立している O
以上のように、本論文は、レーザ溶接を大型構造体へ適用するにあたり必要とされた厚板のレーザ重ね溶接継手強
度およびレーザ溶接変形に関する基礎的知見を得、これらの知見をもとにレーザ溶接を実用化した結果について述べ
たもので、機械物理工学および生産加工工学の発展に寄与するところが大きし 1。よって、本論文は博士論文として価
値有るものと認める O
-990-
